
公募形式 総合評価落札方式 企画提案型（一般公募）

業務名 平成21年度生物多様性に資する治山対策手法検討調査（荒廃地緑化手法検討） 平成21年度外来貝類被害防止対策検討業務委託事業

発注先 林野庁森林整備部計画課 農林水産省農村振興局農村政策部農村環境課

事業実施の目的 事業実施の目的

事業の概要（平成２１年度） 事業の概要

１．種子配合に関する指針の作成 １．被害事例及び既存資料の収集整理

２．生物多様性保全に配慮した工法選定等に関する指針の作成 ２．被害対策マニュアルにおける基本方針や被害対策実施カレンダー等の作成

３．全体指針の作成 ３．検討委員会の運営

担当技術者 澤　純一　　　　資格－技術士　建設部門（建設環境） 山崎　直　　　　資格－ビオトープ施工管理士2級

管理技術者 渡邉　健　　　　資格－技術士　環境部門（自然環境保全） 澤　純一　　　　資格－技術士　建設部門（建設環境）

平成2１年度プロポーザル業務実績

過年度までの事例調査結果および検討内容等を踏まえ、林野公共事業に
おける生物多様性保全に配慮した緑化工の施工にあたっての保全水準を
設定し、各保全水準における外来緑化植物の取扱方針を示すとともに、外
来緑化植物の使用抑制を図るための工法・手法を提示することを目的とし
ている。

カワヒバリガイを対象に、その生態、農業水利施設における水管理による
防除、水路管内のライニングによる固着防止等の対策に関する調査等を
行うと共に、学識経験者からなる検討委員会を開催し、カワヒバリガイの被
害防止対策に関わる調査の実施内容、結果等について検討を行うことを
目的としている。
平成21年度は事業2年目にあたり、農業水利施設におけるカワヒバリガイ
による被害の防止・軽減を図るための手法等をマニュアルとしてとりまとめ
るために、平成20年度に概定したマニュアル骨子に基づき、カワヒバリガイ
被害対策マニュアルの検討を行うものである。
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